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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を音声出
力するスピーカと、イヤホンを接続可能なイヤホン接続部と、を備える通信端末装置にお
いて、
　Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカ及び前記イヤホンからの音声
出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定する設定情報を記憶する記憶部と、
　ファイルのアクセス指示の操作入力を受け付ける操作部と、
　Ｗｅｂ情報の表示中に前記操作部からファイルのアクセス指示が操作入力された場合に
、前記記憶部に記憶された設定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカ及
び前記イヤホンからの音声出力を制御して前記アクセス指示されたファイルを再生する制
御部と、
を備えることを特徴とする通信端末装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記イヤホン接続部に前記イヤホンが接続されているか否かを判別し、
前記イヤホンが接続されている場合に、前記設定情報に基づいて前記アクセス指示された
ファイルの前記イヤホンからの音声出力を可能にすることを特徴とする請求項１に記載の
通信端末装置。
【請求項３】
　外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を音声出
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力するスピーカと、を備える通信端末装置において、
　Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカの音声出力をデータ形式が異
なるファイル種類ごとに設定する設定情報を記憶する記憶部と、
　ファイルのアクセス指示の操作入力を受け付ける操作部と、
　Ｗｅｂ情報の表示中に前記操作部からファイルのアクセス指示が操作入力された場合に
、前記記憶部に記憶された設定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカか
らの音声出力を制御して前記アクセス指示されたファイルを再生する制御部と、
を備え、前記設定情報は、時間帯に基づく音声出力の設定情報を含むことを特徴とする通
信端末装置。
【請求項４】
　外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を音声出
力するスピーカと、振動により報知するバイブレータと、を備える通信端末装置において
、
　Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカの音声出力及び前記バイブレ
ータからの振動出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定する設定情報を記憶す
る記憶部と、
　ファイルのアクセス指示の操作入力を受け付ける操作部と、
　Ｗｅｂ情報の表示中に前記操作部からファイルのアクセス指示が操作入力された場合に
、前記記憶部に記憶された設定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカか
らの音声出力及び前記バイブレータからの振動出力を制御して前記アクセス指示されたフ
ァイルを再生する制御部と、
を備えることを特徴とする通信端末装置。
【請求項５】
　外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を音声出
力するスピーカと、イヤホンを接続可能なイヤホン接続部と、を備える機器に搭載された
コンピュータに、
　Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカ及び前記イヤホンからの音声
出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定する設定情報をメモリに記憶する機能
と、
　ファイルのアクセス操作指示を受け付ける機能と、
　Ｗｅｂ情報の表示中にファイルのアクセス指示が操作入力された場合に、前記メモリに
記憶された設定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカ及び前記イヤホン
からの音声出力を制御して前記アクセス指示操作されたファイルを再生する機能と、
　を実現させるためのファイル再生プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信端末装置及びファイル再生プログラムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　一般的に携帯電話には、電車の中などの公共の場所で音楽ファイルなどを再生するため
に、イヤホンジャックが設けられる。このイヤホンジャックにイヤホンを差し込み、ユー
ザがイヤホンを耳につけることにより、そのユーザは、周囲に迷惑をかけることなく音楽
ファイルの音楽などを聞くことができる。
【０００４】
　また、携帯電話において、着呼側でマナーモード設定があった場合に、発呼側に一方通
話を行わせて、着呼側で当該通話の音声出力をイヤホンから行う制御をする構成が考えら
れている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１１－１５５０１５号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記着呼側で通話の音声出力をイヤホンから行う構成では、音声出力を伴うマ
ルチメディアファイルの再生には対応していない。このため、例えば、公共の場所で携帯
電話を用いる際、マルチメディアファイルを開いたところ、当該マルチメディアファイル
が音声出力を伴うものである場合に、ユーザの意思に反して突然スピーカから音声出力が
なされ、周囲に迷惑をかけるおそれがあった。
【０００６】
　本発明の課題は、音声出力を伴うファイルのアクセス時にスピーカからの音声出力を制
限可能にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を音声出
力するスピーカと、イヤホンを接続可能なイヤホン接続部と、を備える通信端末装置にお
いて、Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカ及び前記イヤホンからの
音声出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定する設定情報を記憶する記憶部と
、ファイルのアクセス指示の操作入力を受け付ける操作部と、Ｗｅｂ情報の表示中に前記
操作部からファイルのアクセス指示が操作入力された場合に、前記記憶部に記憶された設
定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカ及び前記イヤホンからの音声出
力を制御して前記アクセス指示されたファイルを再生する制御部と、を備えることを特徴
とする。
【０００８】
　外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を音声出
力するスピーカと、イヤホンを接続可能なイヤホン接続部と、を備える機器に搭載された
コンピュータに、Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカ及び前記イヤ
ホンからの音声出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定する設定情報をメモリ
に記憶する機能と、ファイルのアクセス操作指示を受け付ける機能と、Ｗｅｂ情報の表示
中にファイルのアクセス指示が操作入力された場合に、前記メモリに記憶された設定情報
を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカ及び前記イヤホンからの音声出力を制
御して前記アクセス指示操作されたファイルを再生する機能と、を実現させるためのファ
イル再生プログラムである。
【００１１】
　また、例えば、前記制御部は、前記イヤホン接続部に前記イヤホンが接続されているか
否かを判別し、前記イヤホンが接続されている場合に、前記設定情報に基づいて前記アク
セス指示されたファイルの前記イヤホンからの音声出力を可能にすることとして構成して
もよい。
【００１２】
　また、外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を
音声出力するスピーカと、を備える通信端末装置において、Ｗｅｂ情報のファイルをアク
セスする場合の前記スピーカの音声出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定す
る設定情報を記憶する記憶部と、ファイルのアクセス指示の操作入力を受け付ける操作部
と、Ｗｅｂ情報の表示中に前記操作部からファイルのアクセス指示が操作入力された場合
に、前記記憶部に記憶された設定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカ
からの音声出力を制御して前記アクセス指示されたファイルを再生する制御部と、を備え
、前記設定情報は、時間帯に基づく音声出力の設定情報を含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、外部機器と通信を行う通信部と、各種情報を表示する表示部と、各種音声情報を
音声出力するスピーカと、振動により報知するバイブレータと、を備える通信端末装置に
おいて、Ｗｅｂ情報のファイルをアクセスする場合の前記スピーカの音声出力及び前記バ
イブレータからの振動出力をデータ形式が異なるファイル種類ごとに設定する設定情報を
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記憶する記憶部と、ファイルのアクセス指示の操作入力を受け付ける操作部と、Ｗｅｂ情
報の表示中に前記操作部からファイルのアクセス指示が操作入力された場合に、前記記憶
部に記憶された設定情報を読み出し、当該設定情報に基づいて前記スピーカからの音声出
力及び前記バイブレータからの振動出力を制御して前記アクセス指示されたファイルを再
生する制御部と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、Ｗｅｂ情報の表示中にマルチメディアファイルのアクセス指示が操作
入力された場合に、設定情報に基づいて、アクセス指示されたファイルのスピーカ、イヤ
ホン、及びバイブレータからの出力を制御するので、例えば、スピーカ出力を行わないよ
うに設定して、スピーカ出力が制限されている場所において、うかつにＷｅｂ情報の表示
中に音声出力を伴うファイルにアクセスしてしまいスピーカから音声出力することによる
周囲への迷惑を防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して本発明に係る好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００１７】
　まず、図１及び図２を参照して本実施の形態の装置構成を説明する。図１に、携帯電話
１０の外観を示し、（ａ）にイヤホン３０を接続しない状態の携帯電話１０の外観を示し
、（ｂ）にイヤホン３０を接続した状態の携帯電話１０の外観を示す。図２に、携帯電話
１０の内部構成を示す。
【００１８】
　図１（ａ）に示すように、本実施の形態の携帯電話１０には、後述するイヤホン接続部
２５を介して、イヤホン３０が接続可能であり、図１（ｂ）に示すように、携帯電話１０
にイヤホン３０が接続可能である。
【００１９】
　本実施の形態では、通信端末装置として携帯電話１０を用いる構成とするが、これに限
るものではない。例えば、ＰＨＳ（Personal Handyphone System）、ＰＤＡ（Personal D
igital Assistants）などの他の通信端末装置でもよい。
【００２０】
　次いで、携帯電話１０の内部構成を説明する。図２に示すように、携帯電話１０は、Ｃ
ＰＵ１１と、ＲＯＭ１２と、ＲＡＭ１３と、表示部としての液晶表示部１４と、操作部と
してのキー入力部１５と、通信部としてのアンテナ１６及び無線部１７と、スピーカ１８
と、マイク１９と、音声変換回路２０と、バイブレータ２１と、鳴音部２２と、記憶部と
してのフラッシュＲＯＭ２３と、音声切替部２４と、イヤホン接続部２５と、計時部２６
と、を備えて構成される。
【００２１】
　ＣＰＵ１１は、携帯電話１０内の各部を中央制御する。ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に格
納されているシステムプログラム及び各種アプリケーションプログラムの中から指定され
たプログラムをＲＡＭ１３に展開し、ＲＡＭ１３に展開されたプログラムとの協働で、各
種処理を実行する。
【００２２】
　ＲＯＭ１２は、各種データ及び各種プログラムを読み出し可能に記憶する。ＲＡＭ１３
は、前記指定されたプログラム、入力指示、入力データ及び処理結果などを格納するワー
クエリアを有し、情報を一時的に格納する。
【００２３】
　液晶表示部１４は、ＣＰＵ１１から入力される各種情報を表示する。また、液晶表示部
１４に代えて、ＥＬディスプレイ（ElectroLuminescent Display）などの表示部としても
よい。キー入力部１５は、ダイヤルキー（文字入力キー）、メニューキー及び各種機能キ
ーなどの入力キーを備えて構成され、操作者（ユーザ）により押下されたキーに対応する
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押下信号をＣＰＵ１１に出力する。
【００２４】
　無線部１７は、搬送波を音声変換回路２０から入力される通信データで変調処理し、ア
ンテナ１６を介して無線通信信号を図示しない基地局などに発信する。また、無線部１７
は、アンテナ１６を介して基地局などから受信した無線通信信号を、復調処理して通信デ
ータを取得し、その通信データを音声変換回路２０に出力する。また、無線部１７は、搬
送波をＣＰＵ１１から入力される通信データで変調処理し、アンテナ１６を介して無線通
信信号を基地局などに発信する。また、無線部１７は、アンテナ１６を介して基地局など
から受信した無線通信信号を、復調処理して通信データを取得し、その通信データをＣＰ
Ｕ１１に出力する。つまり、無線部１７は、基地局及びアンテナ１６を介して、外部の通
信データの送信先又は送信元の機器と通信接続される。
【００２５】
　音声変換回路２０は、マイク１９から入力された音声信号をコード化処理して通信デー
タに変換して無線部１７に出力する。また、音声変換回路２０は、無線部１７から入力さ
れた通信データをデコード処理して音声信号に変換して音声切替部２４に出力する。つま
り、通話時に、マイク１９から入力された音声信号は、音声変換回路２０、無線部１７を
順に介して無線通信信号としてアンテナ１６から発信され、当該無線通信信号が基地局を
介して通話先の携帯電話などに送信される。また、通話時に、通話先の携帯電話などから
基地局を介して送信された無線通信信号がアンテナ１８により受信され、無線部１７、音
声変換回路２０を介して音声信号として音声切替部２４に出力される。
【００２６】
　イヤホン接続部２５は、イヤホン３０を接続可能である。音声切替部２４は、音声変換
回路２０から入力された音声信号をスピーカ１８又はイヤホン３０を切り替えて出力する
。つまり、音声切替部２４が音声出力をスピーカ１８に切り替えた場合に、スピーカ１８
から音声出力される。また、音声切替部２４が音声出力をイヤホン３０に切り替えた場合
に、イヤホン接続部２５を介してイヤホン３０から音声出力される。但し、イヤホン接続
部２５にイヤホン３０が接続されている場合に、音声切替部２４が音声出力をイヤホン３
０に切り替え可能である。
【００２７】
　バイブレータ２１は、携帯電話１０の着信時などにＣＰＵ１１からの振動指示入力によ
り振動し、操作者に振動によって着信などを報知する。鳴音部２２は、携帯電話１０の着
信時などにＣＰＵ１１からの鳴音指示により鳴音し、当該鳴音により操作者に着信などを
報知する。フラッシュＲＯＭ２３は、電気的にデータの書き換えが可能な不揮発性のメモ
リである。
【００２８】
　音声切替部２４は、スピーカ１８からの音声出力とイヤホン３０からの音声出力とを切
り替える。イヤホン接続部２５は、イヤホン３０が接続された場合に、イヤホン接続信号
をＣＰＵ１１に出力する。計時部２６は、現在時刻を取得して、現在時刻信号をＣＰＵ１
１に出力する。
【００２９】
　次に、図３を参照して、フラッシュＲＯＭ２３に記憶するデータを説明する。図３に、
再生条件情報２３１の構成を示す。
【００３０】
　図３に示すように、フラッシュＲＯＭ２３には、ファイル種類ごとの再生条件の設定情
報を示す再生条件情報２３１が記憶される。再生条件情報２３１は、後述する再生条件情
報設定処理において設定及び記憶される。
【００３１】
　再生条件情報２３１は、ファイル種類２３１１と、再生条件２３１２とを有する。ファ
イル種類２３１１は、音声出力を伴うファイルのファイル種類であり、本実施の形態では
簡単のために、音声１、音声２、音声３、音声４とする。ファイル種類の具体例としては
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、着信メロディなどの携帯機器の音楽配信などに用いるＳＭＡＦ（Synthetic Music Appl
ication Format）ファイル、着信ボイスなどのＱｃｅｌｐ（Qualcomm code excited line
ar prediction）、音声のみのＷＡＶファイル、音声を伴う動画としてのＭＰＥＧ（Movin
g Picture Coding Experts Group／Moving Picture Experts Group）ファイル、音声を伴
うアニメーションなどのＦＬＡＳＨなどがある。
【００３２】
　再生条件２３１２は、ファイル種類２３１１の各ファイルに対応して、イヤホン、時間
帯及びバイブの項目が設定される。再生条件２３１２のイヤホンは、〇又は空白が設定さ
れる。〇であると、イヤホン３０からの音声出力に自動的に切り替え設定されることを示
し、空白であると、スピーカ１８からの音声出力が許可設定されていることを示す。
【００３３】
　再生条件２３１２の時間帯は、時間帯又は空白が設定される。例えば、１０時から１６
時までを設定する場合には、「1000-1600」と表現される。時間帯であると、スピーカ１
８からの音声出力がその時間帯内においてのみ有効となることを示し、空白であると、時
間的な制限がないことを示す。再生条件２３１２のバイブは、〇又は空白が設定される。
〇であると、スピーカ１８又はイヤホン３０の音声出力に替えてバイブレータ２１の振動
出力により報知設定されることを示し、空白であると、バイブレータ２１の振動出力が設
定されないことを示す。
【００３４】
　次に、図４～図６を参照して、携帯電話１０の動作を説明する。図４に、再生条件情報
設定処理を示す。図５に、設定画面１４１の構成を示す。図６に、ファイル再生処理を示
す。
【００３５】
　図４を参照して、再生設定条件情報２３１の設定を行う再生条件情報設定処理を説明す
る。携帯電話１０において、キー入力部１５を介してユーザから再生条件情報設定指示が
入力されたことをトリガとして、ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記憶された再生条件情報設
定プログラムを適宜読み出してＲＡＭ１３に展開し、ＣＰＵ１１とＲＡＭ１３内の再生条
件情報設定プログラムとの協働により再生条件情報設定処理が実行される。
【００３６】
　図４に示すように、先ず、図５に示すような設定画面１４１が液晶表示部１４に表示さ
れ、キー入力部１５を介してユーザにより入力される、ファイル種類と、当該ファイル種
類に対応する再生条件（イヤホン３０からの自動音声出力設定、スピーカ１８からの音声
出力可能な時間帯の設定、及びバイブレータ２１からの振動出力の設定）とが受け付けら
れる（ステップＳ１１）。
【００３７】
　そして、ステップＳ１１において入力されたファイル種類と再生条件とを用いて、再生
条件情報２３１のファイル種類２３１１と再生条件２３１２とが更新されてフラッシュメ
モリ２３に記憶され（ステップＳ１２）、再生条件情報設定処理が終了される。
【００３８】
　次いで、図６を参照して、携帯電話１０においてＷｅｂ情報の閲覧中に各種ファイルを
再生するファイル再生処理を説明する。予め、キー入力部１５を介してユーザからＷｅｂ
情報の閲覧指示が入力され、当該閲覧指示に基づいてＲＯＭ１２内に記憶されたブラウザ
のプログラムが読み出されて起動され、Ｗｅｂ情報が液晶表示部１４に表示される。
【００３９】
　そして、Ｗｅｂ情報の表示中に、キー入力部１５を介してユーザからの操作入力により
、液晶表示部１４のＷｅｂ情報の画面上のファイルのダウンロード指示部分が選択操作さ
れることなどをトリガとして、ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記憶されたファイル再生プロ
グラムを適宜読み出してＲＡＭ１３に展開し、ＣＰＵ１１とＲＡＭ１３内のファイル再生
プログラムとの協働によりファイル再生処理が実行される。
【００４０】
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　先ず、選択されたファイルが、図示しないファイル管理サーバから、基地局、アンテナ
部１６及び無線部１７を介してダウンロードされる（ステップＳ２１）。そして、ステッ
プＳ２１においてダウンロードされたファイルが、音声データを含むものであるか否かが
判別される（ステップＳ２２）。
【００４１】
　ファイルが音声データを含む場合（ステップＳ２２；ＹＥＳ）、フラッシュＲＯＭ２３
から再生条件情報２３１が読み出される（ステップＳ２３）。そして、再生条件情報２３
１が参照され、ダウンロードしたファイルに対応するファイル種類２３１１の再生条件２
３１２のイヤホンの項目が動作設定されているか否かが判別される（ステップＳ２４）。
【００４２】
　イヤホンの項目が動作設定されていない場合（ステップＳ２４；ＮＯ）、再生条件情報
２３１が参照され、ダウンロードしたファイルに対応するファイル種類２３１１の再生条
件２３１２の時間帯の項目が動作設定されているか否かが判別される（ステップＳ２５）
。
【００４３】
　時間帯の項目が動作設定されていない場合（ステップＳ２５；ＮＯ）、ステップＳ２１
においてダウンロードされたファイルが液晶表示部１４に表示されるとともに、音声切替
部２４において音声出力がスピーカ１８に切り替えられ、当該ファイルの音声がスピーカ
１８から出力され（ステップＳ２６）、ファイル再生処理が終了される。
【００４４】
　時間帯の項目が動作設定されている場合（ステップＳ２５；ＹＥＳ）、計時部２６から
現在時刻が取得され、当該現在時刻が、ダウンロードしたファイルに対応するファイル種
類２３１１の再生条件２３１２の時間帯の項目内であるか否かが判別される（ステップＳ
２７）。現在時刻が再生条件２３１２の時間帯の項目内である場合（ステップＳ２７；Ｙ
ＥＳ）、ステップＳ２６に移行される。
【００４５】
　イヤホンの項目が動作設定されている場合（ステップＳ２４；ＹＥＳ）、イヤホン接続
部２５からイヤホン接続信号の出力有無により、イヤホン接続部２５にイヤホン３０が接
続されているか否かが判別される（ステップＳ２８）。
【００４６】
　イヤホン接続部２５にイヤホン３０が接続されている場合（ステップＳ２８；ＹＥＳ）
、音声切替部２４において音声出力がイヤホン３０に切り替えられ、ステップＳ２１にお
いてダウンロードされたファイルが液晶表示部１４に表示されるとともに、当該ファイル
の音声がイヤホン３０から出力され（ステップＳ２９）、ファイル再生処理が終了される
。
【００４７】
　現在時刻が再生条件２３１２の時間帯の項目内でない場合（ステップＳ２７；ＮＯ）、
又はイヤホン接続部２５にイヤホン３０が接続されていない場合（ステップＳ２８；ＮＯ
）、再生条件情報２３１が参照され、ダウンロードしたファイルに対応するファイル種類
２３１１の再生条件２３１２のバイブの項目が動作設定されているか否かが判別される（
ステップＳ３０）。
【００４８】
　再生条件２３１２のバイブの項目が動作設定されている場合（ステップＳ３０；ＹＥＳ
）、ステップＳ２１においてダウンロードされたファイルが液晶表示部１４に表示される
とともに、バイブレータ２１が駆動され（ステップＳ３１）、ファイル再生処理が終了さ
れる。
【００４９】
　再生条件２３１２のバイブの項目が動作設定されていない場合（ステップＳ３０；ＮＯ
）、ステップＳ２１においてダウンロードされたファイルが液晶表示部１４に表示される
とともに、当該ファイルの音声出力が中止され（ステップＳ３２）、ファイル再生処理が
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終了される。
【００５０】
　ファイルが音声データを含まない場合（ステップＳ２２；ＮＯ）、ステップＳ２１にお
いてダウンロードされたファイルが液晶表示部１４に表示されることにより通常再生され
（ステップＳ３３）、ファイル再生処理が終了される。
【００５１】
　以上、本実施の形態によれば、Ｗｅｂ情報を表示中にファイルの再生指示が操作入力さ
れた場合に、フラッシュＲＯＭ２３に記憶された再生条件情報２３１に基づいて、アクセ
ス指示されたファイルのスピーカ１８からの音声出力を制御するので、ファイル種類ごと
に音声出力を伴うファイルの再生時にスピーカ１８からの音声出力を制限可能にでき、例
えば、スピーカ出力を行わないように設定して、スピーカ１８の音声出力が制限されてい
る場所においてユーザがＷｅｂ情報の閲覧中に、うかつに音声出力を伴うファイルにアク
セスしてしまいスピーカ１８から音声出力することによる周囲への迷惑を防ぐことができ
る。
【００５２】
　また、再生条件情報２３１の再生条件２３１２として、イヤホン３０のイヤホン接続部
２５への接続時に、ファイル種類ごとに音声出力元をスピーカ１８からイヤホン３０へ切
替設定することができるので、ファイルのアクセス時にスピーカ１８から音声出力を行う
ことができない場合にも、スピーカ１８から音声出力することによる周囲への迷惑を防ぐ
ことができるとともに、ユーザがイヤホン３０から出力された音声出力を聞くことができ
る。
【００５３】
　また、イヤホン３０からの音声出力は、イヤホン３０がイヤホン接続部２５に接続され
ている場合に行われるので、イヤホン３０がイヤホン接続部２５に接続されていない場合
の無駄な音声出力動作を防ぐことができる。
【００５４】
　また、再生条件情報２３１の再生条件２３１２として、スピーカ１８から音声出力可能
な時間帯を設定することができるので、ファイルのアクセス時にスピーカ１８から音声出
力を行うことができない時間帯に、スピーカ１８から音声出力することによる周囲への迷
惑を防ぐことができるとともに、スピーカ１８から音声出力が可能な時間帯に、スピーカ
１８から音声出力を行うことができる。
【００５５】
　また、再生条件情報２３１の再生条件２３１２として、スピーカ１８又はイヤホン３０
からの音声出力に替えてバイブレータ２１の振動を設定することができるので、ファイル
のアクセス時にスピーカ１８又はイヤホン３０から音声出力を行わない場合にも、その音
声出力できない旨をバイブレータ２１の振動出力によりユーザに報知することができ、特
に、スピーカ１８から音声出力することによる周囲への迷惑を防ぐことができる。
【００５６】
　なお、本実施の形態では、再生条件２３１２として、スピーカ１８又はイヤホン３０か
らの音声出力に替えてバイブレータ２１の振動を設定する構成であったが、これに限るも
のではない。例えば、スピーカ１８又はイヤホン３０からの音声出力とともに、バイブレ
ータ２１から振動出力する構成としてもよい。
【００５７】
　また、本実施の形態では、再生条件２３１２として、スピーカ１８からの音声出力可能
な時間帯を設定する構成であったが、これに限るものではない。例えば、再生条件２３１
２として、スピーカ１８からの音声出力不可能な時間帯を設定する構成としてもよく、イ
ヤホン３０から音声出力する時間帯を設定する構成としてもよく、イヤホン３０から音声
出力しない時間帯を設定する構成としてもよい。
【００５８】
　また、再生条件情報として、スピーカ１８及びイヤホン３０のうちの少なくとも１つか
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て、バイブレータ２１の振動出力のパターンなどを設定できる構成としてもよい。
【００５９】
　また、本実施の形態における携帯電話１０の各構成要素の細部構成、及び細部動作に関
しては、本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能であることは勿論である
。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】携帯電話１０を示す外観図であり、（ａ）はイヤホン３０を接続しない状態の携
帯電話１０を示す外観図であり、（ｂ）はイヤホン３０を接続した状態の携帯電話１０を
示す外観図である。
【図２】携帯電話１０を示す内部構成図である。
【図３】再生条件情報２３１を示す構成図である。
【図４】再生条件情報設定処理を示すフローチャートである。
【図５】設定画面１４１を示す構成図である。
【図６】ファイル再生処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６１】
１０　携帯電話
１１　ＣＰＵ
１２　ＲＯＭ
１３　ＲＡＭ
１４　液晶表示部
１５　キー入力部
１６　アンテナ
１７　無線部
１８　スピーカ
１９　マイク
２０　音声変換回路
２１　バイブレータ
２２　鳴音部
２３　フラッシュＲＯＭ
２４　音声切替部
２５　イヤホン接続部
２６　計時部
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